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　　　　　　　　　　　　　　　　姜20－3

　　　　実験用中型放送衛星．（B・S》のトランスボン
　　　　ダに生じ左不具合の原因究明及び今後の対策

　　　　につ喚て｛案》

　　　　　　　　　　　　　　　　昭和55年9月24日

　　　　　　　　　　　　　　　　・宇宙開発委員会決定6

1．　昭和5・3．年4且に打ち上げられた実験用中型放送衛

　星（BS，のうランスボンダに生じた不具合について、．

　その原因・を究掛し、今後の対策について審議検討を行

　うもの＝とす’る0

2こ1のため・源蹴撒び今後の対策に係る技術的事

　項について、・第四部会において調査審議を行うものと

　する。

　　この調査審謎は、・昭和55年1・σ月末までに終える

　こと達目途とする。
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宇宙開発委員会第四部会構成員

　　　　　　　　　　　　　昭和55年9月
　　　　　　　　　　　　　　（50音順）
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注）　※印の専門委員は・今回の調査勧議につ出ては・説明書

　　　として参加する。一
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N－Uロケット1号機の打上げに係る安全

の確保に関する審議について（案）

　　　　　　　　　　　　昭和55年9月24日
　　　　　　　　　　　　宇宙開廃委員会
　　　　　　　　　　　　　決　　　定

　昭和55年度1～2月期に予定されでいる、：N－nロ

ケット1号機の打上げに係る安全の確保に資するため・

次により訪査審議を行うものとする・

焦　N＿皿ロケットで号機あ打上げにおいて、宇宙開発

　事業団が実施しようとして験る安全対策に関する次の

　諸点について調査審議を・行うものとする。

　　（1♪　地　上　安　全

　　（2）飛行安全
　　｛3）．安全管蓮体制

2．　1．の趨査審議一は、第三部会において行い、陥和55

　年12月上旬までに一終えることを目途とする。
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